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群馬県内において優先的に交通事故対策を行う事故危険
区間を決定しました

～群馬県事故ゼロプラン（事故危険区間重点解消作戦）を推進～
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高崎河川国道事務所と群馬県では、県内の交通事故件数削減を目指し、平

成２２年度から「事故ゼロプラン」（事故危険区間重点解消作戦）に取り組

んでいます。

「事故ゼロプラン」は、事故データや道路利用者の声などを基に、交通安

全対策が必要な箇所を「事故危険区間」として選定し、優先的に対策を進め

ていくものです。

このたび、「群馬県域移動性(ﾓﾋﾞﾘﾃｨ)・安全性向上検討委員会」の意見・

助言をいただきながら、最新の交通事故データと道路利用者からの声を基に

平成３２年度までに交通安全対策を行う１９４区間を決定しましたので、お

知らせします。
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群馬県における事故ゼロプランの取り組み

･高崎河川国道事務所と群馬県県土整備部では、群馬県内の交通事故削減を目的として、平成２２

年度から「群馬県事故ゼロプラン（事故危険区間重点解消作戦）」の取り組みを開始しました。

･平成２２年度に事故データ及び道路利用者等の声から、県内の交通事故等の課題を有する区間を

選定し、そのなかから課題が大きく、かつ高い効果が期待される等、優先的に整備を進める８３区

間を決定しました。

･平成２７年度までに８３区間の対策が概ね完了したことから、最新の事故データと道路利用者の声を

基に平成３２年度までに対策を行う区間を 新たに選定することとし、平成29年1月31日（火）に開催さ

れた「群馬県域移動性 （ﾓﾋﾞﾘﾃｨ）・安全性向上検討委員会（委員長：森田前橋工科大学教授）」の審

議を経て、１９４ 区間 を決定しました。

参 考

事故ゼロプラン（事故危険区間重点解消作戦）とは

・国土交通省では、限られた予算を効率的・効果的に執行し、成果を上げていくことを目的として、「

事故ゼロプラン（事故危険区間解消作戦）」として展開しています。

・「事故ゼロプラン」では、「選択と集中」、「市民参加・市民との協働」をキーワードとして、事故データ

や地方公共団体・地域住民からの指摘等に基づき交通事故の危険性が高い区間（事故危険区間）

を選定し、事故要因に即した対策を重点的・集中的に講じることにより効率的・効果的な交通事故

対策を推進すると伴に、完了後はその効果を計測・評価しマネジメントサイクルにより逐次改善を図

ることとしています。

【事故ゼロプランの進め方】

「群馬県域移動性（ﾓﾋﾞﾘﾃｨ）

・安全性向上検討委員会」

報告意見・助言
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事故危険区間位置図

①事故データ：平成23年～平成26年における事故データから下記に該当する区間

○死傷事故率：100件/億台km以上 ○死傷事故件数：上位区間

○追突事故件数：上位区間 ○死者数：1人/4年以上

○歩行者・自転車事故件数：上位区間 ○高齢者事故件数：上位区間

○車線逸脱事故件数：上位区間

②アンケート：群馬県内の職業ドライバー（群馬県トラック協会、バス協会、タクシー協会）への

アンケートにおいて複数意見のあった区間

③「第４次社会資本整備重点計画」における「事故危険箇所」

○死傷事故率：100件/億台km以上、重大事故率：10件/億台km以上、死傷事故率：1件/億台km

以上の全ての条件を満たす箇所

○ETC2.0を活用した急挙動箇所

○H27事故多発地点

※既に事故対策がなされている等、当面、継続して経過措置を行う区間は選定から除く

今回選定した事故危険区間の考え方
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